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What I have seen in China, with special reference to people's  lives.
Masukichiro Asami
 今春(1981年3～4月)私 は半月間近 く中国各地(上
海,揚 州,南 京,西 安,洛 陽,北 京)を 旅行 した。 こ
の機会を,私 は単 なる名所古蹟の観光 よりも中国人民
の生活ぶ りの見聞に関心の主点を向けたが,も とよ り
長期滞在 している研究者や報道人でさえ決 して容易で
ない主題なので,一 介の旅行者に到底満足な成果が得
られるとは,当 初か ら期待 していた訳ではない。
 しか し,帰 国後 も幾 らかの関係文献を読み.私 な り
に印象をまとめたので,浅 識誤認の誘 りは免かれない
だろうが敢えて記述 したい。
 いう迄 もな く現在の中国(中 華人民共和国)は 共産
党主導下の社会主義国家で,そ の 主 体 を なす漢民族
(全入口の94%)は 我々と同 じ蒙古人種なので外貌的
に見分け難 い程似てお り,歴 史的な両国の交流によ り
相互の文化に数々の共通点を形成 しているが,現 時点
での日中両国民 の生活環境と条件には,単 に政体の相
違に止 らず,ほ とんど類似点を見出 し得ない。只一つ
共通する条件を強いて探せば,両 国 共 に 今世紀中頃
(1945～50),荒 廃 し切った国土と飢え疲れた多 くの国
民を抱えた壊滅状態か ら,新 しい国作 りを開始 したと
いう点であろう。以後30余 年の間にわが国はひたす ら
工業立国の道 を走 り続 け.幾 多の経済的難関を突破 し
て自他共に許す先進工業国へ変身 したのに対 し,中 国
は共和国発足(1949)当 時,焦 眉の急務だった人民(当
時の推定人ロは約5億)の 飢餓よりの救済には一応成
功 したものの,相 踵 ぐ天災や政変が禍いして,世 界有
数の豊富な天然資源をその国土に擁 し乍 ら,現 在なお
高か らぬ生産水準(延 いては生活水準)に 低迷を余儀
なくされている。
 単純に生活水準指標と見倣す訳ではないが,両 国の











あってのこと乍 ら,男 女双方 とも両親との同居をよ り
有利な結婚条件 としている点は,"家 付き,カ ー付き,
……"が 理想(?)の わが国 とは根本的な家族観の差
異が認め られる。





 な り数値 の差が見 られるが.こ こには尾上悦三著






































































































































































































































































斯く Lて.仮に 1夫婦 1児制が忠実に実行されたと
しても.現に結婚適令子女ホ10の多い中国では，当面人
口の漸増は不可避で.来世紀初には総人口が10.5億を
超す(以後の漸減は見込まれてはいるが)というから，
当局者の苦悩と真剣な対策の程も察せられる。
ただしこのような産制政策は絶対人口の少い少数民
族に対しては全然強制していない。
最新の報道(人民中国誌1981年10月号〉では，中国
人の平均寿命は70.8才と先進国に近づいたそうだが，
人民の自らの健康づくりに対する意欲は極めて積極的
で，都市農村を問わず自発的な早朝からのジョギング
や太極拳体操などは全国的に驚くほど盛んである。
6. 耐久消費財について
文革終了以後人民の聞に昂まっている日常生活内容
の向上.充実の意欲を満足させるには，生活に利便と
*10 1980年10刀に制定された“婚姻法"では男子22才，
女子20才からの結婚を認めているが，実際には.
産児期間を少しでも短かくするため，晩婚が奨励
されていて，男子30才前後，女子26--8才が結婚
の標準年令となっているようである。
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快適をもたらす各種工業製品(そのほとんどが耐久消
費財〉の品質向上と家庭への導入促進をはからねばな
らないととは誰の自にも明らかである。
四人組追放(1976年10月〉後.撃国鋒政権は重工業
振興優先の近代化政策を打ち出したが，一年も経ずし
てその“調整"を余儀なくされ，今や人民の要望lと添
う軽工業重点主義へ急速に傾いているのは，長い文革
時代を通じて禁欲的な精神主義を強制されて来た反動
であるとしても.時代の風潮として当然であろう。
中国人民の耐久消費財に対する渇望は想像以上であ
る。一例を“国民の脚"ともいえる自転車(中国語で
ツ-vンテヨ
自行車〉にとれば. 1台の価格は約 180元，購入に当
つては現金の他にほぼ2年分の割当て枚数に相当する
“工業券川11も必要である。円に換算した感覚では大し
たこともないようだが，中国の労働者には生活費を倹
約して貯蓄しても 1年では無理な金額なのである。従
って彼等の自転車に対する価値観は我々の自家用車に
対するそれに匹敵するであろう。カメラ *12やラジカセ
も若者たちの憧れの的だが手に入れるまでの苦労はほ
ぼ自転車と同程度と思われる。ラジオは比較的廉い
(20-60元)のでかなり普及しているが.電気・電子
製品やミシン，腕時計などの精密工業製品は性能.価
格ともに世界的定評のある日本製と比較にもならな
い。娯楽に乏しい中国では目下テレビが人気の的で.
大都市では数チャンネル放映されているが，白黒受像
器で250-300元もするので，購入には数年計画の貯蓄
が必要であろう。まして700元以上もするカラーテレ
ビの個人所有など.当分の間庶民は夢にも見られない
状態にある。
本年6月，六中全会(共産党中央委第六回総会)で
“歴史的"な毛沢東功罪評価を敢行した現政権は.差
し当って重点生産をはかろうとする15品目の耐久消費
財を発表したが，その中にはわが国の家庭ではむしろ
無い方が例外的な電気冷蔵庫や洗濯器(クーラーはも
ちろん〉が含まれていない。恐らくは中国の厳しい電
力事情がエネルギー多消費型の家電機器の存在を許さ
ないのだろうが，食生活改善の上からも.せめて冷蔵
庫の普及は望ましいのではないかと，私には思えてな
らない。
牢11大抵の工業製品を買う際に必要な切符で，給料10
元につき 1枚の割で支給されるという。
本12中国製カメラの主流は，日本ではもう見られなく
なった二眼レフで，価格は約240元。借りものも
あるだろうが.行楽地では.ほぼ5人の 1人位の
割で自前のカメラを携えている。
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7. むすび
思想問題には無知無関心な私の認識が誤っているか
もしれないが.共産主義の窮極的な理想は“能力に応
じて働き.必要に応じて取る，平等で搾取なき豊かな
社会"の実現にあるのではないだろうか。
徹底的な貧困と混沌と飢餓の中から出発した中国の
新しい国作りは，独創的発想を持つ理想主義者.毛沢
東の指導のもとに，差し当って“窮極理想"に至る第
一段階として“平等で搾作なく.飢えの恐怖より解放
された社会"の実現には比較的速やかに成功し，それ
が亦，指導者毛に対する絶対的な信頼を築き上げたと，
私は考える。 しかし次にかち取るべき“豊かな社会"
は決して容易に実現できなかった。 “豊かさ"の本質
に対する模索と乙れに近づこうとする行程での数多い
試行錯誤。かくして荏再20余年の歳月を“空費"し世
界の大勢に大きく立遅れてしまった(大変失礼な表現
とは思うが)のが今日の中国の姿であると，私は解釈
する。此処へ至る道がスタートから誤っていたのでは
決してなかろうが.偉大な祖先の文化的遺産と栄光に
支えられた民族的自負心が，外部世界の動向を無視
(ないし軽視〉して.ことさら“独自性"の固執と顕
示に拘わり過ぎた憾みは否定できないと，私は，思って
いる。
今や不屈の斗志と広い視野を具えた部小平の主導す
る中国は.残存する数々の障害や矛盾を克服して真の
近代化への道を力強く踏み出した。同時に長らく苦難
を続けて来た中国人民の生活も亦大きな転機にさし掛
っている時点なのである。我々は一衣帯水の隣国にこ
のような現状の10億人民の生活があるのを常に忘れる
べきではなかろう。と同時に，彼等のたくましい自力
更生の意欲に理解と敬意を払うのが真の友好の第一歩
であると考える。
最近，中国人の知日熱は想像以上に高いものがあ
る。現に私も旅行中.各地で初対面の(中国に知人は
居ないから当然だが)中国人から日本語や英語で話し
かけられ，日本の現状について種々の質問を受けた。
その何れにも.私は知る限りを率直に答えた積りだが，
只一つ“あなたの月給は幾らか?"という単万直入な
質問 (2人ほどにされたと記憶する)には少々戸惑い
を感じた。正直なととをいえば相手に与えるショック
も大きかろうと，“マアあなたの10-15倍程度か……"
と，ずっと控え目に答えておいたのだが，それでさえ
相手の目が驚異に輝くのを見過ごせなかった。後で知
ったことだが.この程度の金額でも.政府最高首脳部
昭和56年1月 (1981年〉
の足俸の 2倍以上には相当するらしいっ
シーブー
西服(背広)は着ていても風来の上らない私でさえ，
彼らはきっと“帝国主義的資本家に飽くなき搾取を受
けている日本の人民大衆"の一人でなく， “独占資本
家か政府高官の身内"とでも思ったことであろう。
終りに余談だが，旅も終りに近い裕陽の友誼尚!古
(外賓専用の土産品J古)で“黒描"という銘柄の煙車
- 55-
を見つけた時，郡小平が初[r_J1に失脚(1967年。彼は73
年復活， 75年再失脚し， 77年再復活して今日に全って
いる〉した原因となった“白猫でも黒猫でもネズミを
取る猫は良い猫だ"という有名な彼の発言(1962年)を
思い浮べて苦笑を栄じ得なかった。果して煙草の“黒
猫"1Jは激しい文革の嵐の問をどのように生き抜いて
来たのだろうか?
